
「第五期武蔵野市環 境基本計画 」中間ま とめ 案  

市民意見交換会の結 果について  

 

１  市民意見交換会 実施概要  

(１) 実施形態  オンラ インで実施（第 13 回むさしの環境フェ スタ HP 内の  

投稿フォームで意見 を投稿）  

 (２) 実施期間  令和 ２（ 2020）年 11 月５日（木曜日）～ 11 月 12 日（木曜

日）  

 (３) 参加者数  ６名  

 (４) 意見件数  10 件  

 

２  市民からのご意 見と対応等  

  ※１－１～１－ ３は同一の方との連 続した意見交換です 。  

  ※頁数は中間ま とめ 案時点のもので す。  

№  ご意見  市の回答  

1-1 

1.計 画 の 期 間 を 10 年 と し た の は

なぜか？個人的には 適当と思う。  

2.「 コ ロ ナ は 再 エ ネ に 強 い 」 旨 が

あるが、出典は？  

3.基 本 理 念 は 誰 が ど の よ う に 決 定

し た か ？ 分 野 を 有 機 的 に つ な げ る

ことに言及し ている のがよい。  

貴 重 な ご 意 見 、 あ り が と う ご ざ い

ます。  

1.環 境 問 題 は 将 来 を 長 期 的 に 見 据

え る 必 要 が あ る た め 、 計 画 期 間 を

10 年間としました 。  

2.新 聞 の 報 道 、 お よ び 国 の 総 合 資

源 エ ネ ル ギ ー 調 査 会 資 料 に よ り ま

す。  

3.基 本 理 念 は 、 庁 内 会 議 と 環 境 市

民会議で議論してま いりました。  

1-2 

3.に つ い て 、 言 い 忘 れ た が 、 ス マ

ー ト シ テ ィ の 語 句 を 外 す 旨 も い い

と 思 う 。 そ も そ も な ぜ 前 回 の 計 画

で ス マ ー ト シ テ ィ と い う 「 不 鮮

明 」 な 言 葉 を 使 っ た の か よ く わ か

らないが。  

ご意見ありがとうご ざいます。  

第 四 期 環 境 基 本 計 画 に お い

て 、 「 ス マ ー ト シ テ ィ 」 と は 環 境

に 係 る 様 々 な 情 報 や 価 値 観 等 を ネ

ッ ト ワ ー ク 化 す る こ と を 通 じ て つ

く る ま ち の 姿 の 意 味 で 使 用 し て い

ま し た が 、 現 在 「 ス マ ー ト シ テ

ィ 」 は 一 般 的 に IoT の 先 端 技 術 を

用 い て イ ン フ ラ 等 を 効 率 的 に 運 営

・ 管 理 す る 都 市 を 表 す 用 語 と し て



使 わ れ る こ と が 多 く な っ て き て い

ま す 。 市 の 環 境 基 本 計 画 の 基 本 理

念 を 正 確 に 表 現 す る た め 、 武 蔵 野

市 第 六 期 長 期 計 画 に も あ る 「 環 境

都市」という言葉を 選びました。  

1-3 

ス マ ー ト シ テ ィ は 個 人 的 感 覚 と し

ては以前から ICT 関連の用語だっ

た よ う に 思 う 。 と に か く ス マ ー ト

シ テ ィ の 推 進 は 是 と す る が 、 ス マ

ー ト シ テ ィ を 環 境 セ ク シ ョ ン が 所

管 す る 余 地 は 一 切 な く 、 情 報 セ ク

シ ョ ン が 所 管 す る 以 外 に あ り え な

いと思う。  

ご意見ありがとうご ざいます。  

ス マ ー ト シ テ ィ 及 び ICT に 関 し て

は 、 言 葉 の 意 味 を 的 確 に 捉 え な が

ら 、 関 係 す る 部 局 で 推 進 し て ま い

ります。  

２  

地 球 温 暖 化 で 生 物 の 棲 み 処 が 変 わ

り 、 感 染 症 を 媒 介 す る こ と も あ

る 。 コ ロ ナ も 関 係 し て い る 可 能 性

が あ る 。 コ ロ ナ は コ キ ク ガ シ ラ コ

ウ モ リ か ら 人 に 感 染 し た と い う 説

もある。  

貴 重 な ご 意 見 あ り が と う ご ざ い ま

す。  

ご 指 摘 の 通 り 、 地 球 温 暖 化 に よ る

気 候 変 動 の 影 響 で 、 亜 熱 帯 の 地 域

の 生 き も の が 日 本 に 棲 み つ く よ う

に な り 、 そ の 生 き も の が 新 し い 感

染 症 を 媒 介 す る 可 能 性 が あ り ま

す 。 本 計 画 も 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

に 限 ら ず 、 気 候 変 動 と 感 染 症 の 関

係 に は 注 目 し て い る と こ ろ で す 。

関 連 す る 箇 所 と し て は 、 気 候 変 動

の適応策について は 23 頁、人と生

きものの共生につい ては 40 頁に記

載しています。  

３  

武 蔵 野 市 の よ い と こ ろ は 緑 だ と 思

う 。 こ れ か ら も 緑 あ ふ れ る ま ち づ

く り を お 願 い し た い 。 私 と し て

は 、 個 人 宅 の 生 垣 等 の 緑 を 増 や す

指 導 を 強 化 し て ほ し い 。 ま た 、 エ

コ re ゾ ー ト の 開 館 も う れ し く 思

っ て お り 、 少 し 遠 い が 、 活 用 す

る。  

ご意見ありがとうご ざいます。  

本 計 画 の 環 境 方 針 ３ で 、 緑 や 水 な

ど 自 然 環 境 へ の 取 り 組 み に つ い て

記 載 し て い ま す 。 な お 、 個 別 計 画

で あ る 「 武 蔵 野 市 緑 の 基 本 計 画 」

に も 緑 化 の 推 進 が 明 記 さ れ て い ま

す。  

ま た 、 環 境 問 題 に つ い て ひ と り ひ



と り が 問 題 意 識 を 持 ち 、 楽 し く 学

べる場として「 むさ しのエコ re ゾ

ー ト 」 で の 事 業 充 実 を 図 っ て ま い

ります。  

４  

具 体 的 に 政 策 の ス ケ ジ ュ ー ル や 費

用 を 明 示 し な け れ ば 計 画 と は 言 え

ない。  

ご意見ありがとうご ざいます。  

環 境 基 本 計 画 は 市 の 行 う 環 境 施 策

の 大 き な 方 向 性 を 示 す マ ス タ ー プ

ラ ン で す の で 、 ス ケ ジ ュ ー ル や 費

用 な ど 具 体 的 な 表 記 は 馴 染 ま な い

と考えています。  

５  

黄 砂 が 気 に な っ て い る 。 黄 砂 は 一

時 期 に 比 べ る と 落 ち 着 い て き た 印

象 だ が 、 春 に な る と 車 が 汚 れ る 。

た だ し 、 こ れ は 黄 砂 で は な く 花 粉

で あ る と い う 話 も あ る 。 ま た 昔 よ

り 黄 色 が 濃 く な っ て い る よ う な 気

も す る 。 い ず れ に せ よ 最 近 は 一 時

期 に 比 べ て 空 気 が き れ い に 感 じ

る。  

ご意見ありがとうご ざいます。  

市では SPM（浮遊粒 子状物質）の常

時 監 視 な ど の 大 気 汚 染 へ 適 切 に 対

応 し て い ま す 。 根 拠 法 令 及 び 第 五

期 武 蔵 野 市 環 境 基 本 計 画 の 環 境 方

針 ４ や ５ を 拠 所 に 、 引 き 続 き 大 気

汚 染 へ の 適 正 な 対 応 を 継 続 し て ま

いります。  

６  

・ゴミ袋が高すぎる 。 23 区は無料

である。色と丈夫 さ はよい。  

・ ペ ッ ト ボ ト ル の 回 収 が ２ 週 間 に

１ 回 は 少 な す ぎ る 。 ま ち な か に ペ

ッ ト ボ ト ル ゴ ミ が あ ふ れ る の で は

な い か 。 マ イ ボ ト ル を 推 奨 さ れ て

も、簡単なことでは ない 。  

・ ビ ン 、 缶 も 同 様 に 回 収 頻 度 が 少

な い 。 家 の 中 に 空 き 缶 ビ ー ル の 山

が で き 、 ゴ キ ブ リ が 繁 殖 し て い

る。  

・ごみ収集車はかわ いい 。  

ご意見ありがとうご ざいます。  

家 庭 ご み な ど に つ い て は 、 市 の 個

別 計 画 で あ る 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本

計 画 に 基 づ き 施 策 を 進 め て い ま

す 。 第 五 期 武 蔵 野 市 環 境 基 本 計 画

で は 、 環 境 方 針 ２ に て ご み 減 量 を

軸 と し た 循 環 型 社 会 の 実 現 に 向 け

た方向性を提示して います。  

 


